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発 言 通 告 書 

【件名及び発言の要旨】 

１ 「３０ｂｙ３０」へのさらなる寄与について 

(1) 自然関連の財務情報開示の社会要請を受けている企業活動へ
の相乗効果も踏まえた自然共生サイトの認定及び拡充に関する
今後の展望について 

(2) 沿岸域の自然共生サイトへの申請を検討することについて 

 

２ 野生生物対策について 

(1) 物を取られたり飛びかかられたりしても被害認定されない特
定個体のニホンザルと、家庭菜園への食害や草刈りコストだけ
で種族全体が被害認定されるイノシシへの対応における矛盾に
ついて 

(2) 現在本市で策定中の生物多様性地域戦略と併せて自然・人文
博物館と市長部局が連携し横須賀版レッドリスト、ブルーリス
トを作成する可能性について 

(3) 脈々と命をつなぐ在来鳥獣の保護管理手法である有害鳥獣捕
獲と、人間活動に全ての原因があって生じた外来生物防除のそ
れぞれの目標に対する認識について 
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(4) 捕獲が進んでいるにもかかわらず減少が見られないクリハラ
リスについて、他の在来鳥獣と同じように果樹園や家屋等への
被害低減だけすればよいのか、生息数自体の根絶に向けて減少
させるのかで、かける努力量や予算に雲泥の差があることに対
する所見について 

(5) 引き続きクリハラリスの根絶を目指すのであれば、防除や捕
獲の方法を見直すため、餌の無償提供や導入コストの少ないデ
ジタルポイント式奨励制度を創設するなど、捕獲数向上に向け
た手だてを検討する必要性について 

 

３ 各種計画における基本的な考え方について 

(1) 都市計画、環境計画、防災計画、あるいは教育、福祉、医療、
観光などあらゆる計画の上位概念において三浦半島ならではの
生態学及び地政学的な視点を共通認識とする必要性について 


